
受
け
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
度
、
末
光
新
幹
事
長
と
い

う
立
派
な
後
継
者
を
得
て
本
道
に
戻

っ
た
わ
け
で
す
。
新
会
長
、
新
幹
事

長
の
も
と
で
の
新
た
な
発
展
・
前
進

を
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
も
幹
事
の

一
人
と
し
て
微
力
を
尽
く
す
決
意
で

す
。
こ
の
間
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

幹
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

末
光

章
浩
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
│
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・
５
・

）

218

19

13

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
三
人
。
昼
間
は
半
袖
が
い
い
く
ら
い
で
し
た
。

｢

弱
さ｣

を
ず
る
ず
る
音
た
て
引
き
ず
り
な
が
ら
明
か
る
く
生
き
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か

髙
橋
貞
雄

亡
き
友
の
遺
し
て
ゆ
き
し
映
像
を
日
が
な
一
日
見
続
け
お
り
ぬ

川
上
憲
一

眠
気
克
え
今
朝
も
来
た
り
し
見
守
り
隊
元
気
を
も
ら
い
福
ま
た
も
ら
い

月
岡
秀
夫

食
卓
で
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
賞
味
す
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
想
い
巡
ら
す

池
永

孝

春
の
日
に
小
川
覗
け
ば
は
な
い
か
だ
追
い
つ
追
わ
れ
つ
小
躍
り
し
つ
つ

松
田
皓
平

内
閣
が
法
制
局
の
長
を
代
え
憲
法
解
釈
変
更
強
行
す

五
百
蔵
光
彦

桜
咲
く
花
水
木
咲
く
海
越
え
て
友
好
の
道
安
保
に
あ
ら
ず

佐
々
木
有
馬

思
ふ
ど
ち
日
延
べ
の
宴

花
つ
つ
じ
八
入
に
染
ま
り
春
は
暮
れ
ゆ
く

川
崎
康
樹

ひ

の

う
た
げ

や

し

ほ

友
く
れ
し
カ
ラ
ー
に
添
え
て
紫
蘭
を
さ
せ
ば
六
畳
の
間
は
か
が
や
い
て
お
り

山
尾
邦
子

カ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク
に
寄
り
添
う
君
あ
り
て
天
に
昇
ら
ん
春
の
世
の
夢

鈴
木
晋
司

若
い
こ
ろ
老
い
て
い
く
の
に
憧
れ
た
人
生
達
観
悟
り
ひ
ら
く
と

千
賀
茂
世

六
十
才
若
か
っ
た
な
ア
あ
の
頃
は
今
身
障
者
癌
患
者

福
谷
美
智
子

死
者
は
祀
ら
れ
御
製
に
詠
ま
れ
サ
イ
パ
ン
の
敗
残
兵
は
ひ
そ
か
に
消
え
る

大
嶋
信
次

六
月
、
七
月
の
「
短
歌
を
楽
し
む
会
」
は
、
担
当
の
山
尾
さ
ん
が
病
気

で
入
院
中
の
た
め
休
会
と
し
ま
す
。
九
月
か
ら
再
開
の
予
定
で
す
。
歌
稿

の
送
付
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

な
お
、｢

短
歌
を
楽
し
む
会｣

の
歌
集
第
十
四
集
を
九
月
に
出
版
す
る
予
定
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
七
月
末
日
ま
で
に
十
一
首
を
（
題
名
を
つ
け
て
）
左
住

所
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

ma
i
l
k
un
c
ha
n9
25
@
ou
tl
oo
k
.j
p

携
帯

0
90
9
16
7
3
03
1

佐
山
さ
ん
か
ら
引
き
継
ぎ

年
幹

12

事
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
こ
の
総
会

を
機
に
若
い
人
に
幹
事
長
を
譲
り
会

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
身
に
余
る
重
責
で
不
安
も
あ
り

緊
張
も
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
年

幹
事
会
に
も

歳
代
の
役
員
が
増

60

え
、
着
実
に
世
代
継
承
が
す
す
み
、

橋
渡
し
の
年
齢
か
な
と
考
え
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
経
験
豊
か

な
熟
練
の
幹
事
と
才
気
み
な
ぎ
る
エ

３
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
無
事
会
長
の
任
を
果
た
さ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
高
齢
の
た
め

に
神
原
元
会
長
が
退
任
を
表
明
さ

れ
た
時
、
貝
谷
さ
ん
に
後
を
継
い

で
も
ら
う
の
が
一
番
だ
と
い
う
の

が
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
し

た
。
た
だ
、
諸
事
情
が
あ
っ
て
幹

事
長
の
後
任
が
な
い
、
そ
こ
で
シ

ョ
ー
ト
リ
リ
ー
フ
と
し
て
お
引
き

退
任
の
ご
挨
拶

広
瀬

晃

前
会
長

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

貝
谷

安
宏

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
若
手
と
の
心
地
よ

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
な
か
で
、
力
を
合

わ
せ
て
府
高
退
教
の
た
め
に
仕
事
が

で
き
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

５
月
の
総
会
で
新
幹
事
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
末
光
章
浩
で
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
会
員
の
交
流
・
親
睦
を
は
か

り
、
退
職
会
員
の
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
よ
り
よ
く
過
ご
す
た
め
、
平

和
・
憲
法
・
教
育
・
く
ら
し
等
に

関
す
る
と
り
く
み
を
積
極
的
に
す

す
め
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
趣
味
と
も
合
致

す
る
、
退
教
ツ
ア
ー
や
春
秋
の
散

策
、
冬
の
銘
酒
を
嗜
む
会
な
ど
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に

私
の
座
右
の
銘
は
あ
の
ク
ラ
ー
ク
博

士
の
「
青
年
よ
！
大
志
を
抱
け
」
で

す
。
年
齢
は
加
算
さ
れ
て
も
気
持
ち

と
志
は
常
に
青
年
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。

貝谷新会長末光新幹事長

５月 19日（日）、府教育会館で、府高退教の第 29
回総会が開かれました。参加者は延べ 56 名です。
この総会をもって退任の広瀬会長、「峠にたって

眺める景色」という比喩で、退教の歩みと展望を

語られ、「若い幹事が増え、着実に世代交代が進ん

でいる」と開会の挨拶。

大退教の久家会長は、「憲法改悪は絶対に許さな

い。沖縄知事選挙には全国に先駆け代表を送った。

重要な時には腰を入れ取り組む」と、力強い挨拶

です。府高教志摩委員長の挨拶。終えたばかりの

定期大会にふれ、「32 歳の新書記長が誕生」、「印象
に残ったのは採用 10 年で組合加入の青年の報告、
維新との 10 年間の闘いを若い人が受けとめてくれ
た」と話されました。

貝谷幹事長は活動提案の中で、「幹事長の 12 年
間で、人こそが退教組織の財産と実感した」と述

べました。討論では９人の方が発言。「決算」を承

認、「予算案」「活動の提案」を採択。

３人の方が役員を退任。新幹事は４人。会長に

貝谷さん、幹事長に末光さんが新しく就任しまし

た。総会決議案「夏の参議院議員選挙で改憲勢力

を打ち破り、憲法を守り生かす新しい政治を実現

しよう」を採択。

最後に筆保さんから、「着実な歩みを実感。参議

院選挙で一人一人の責任を果たそう」と閉会の挨

拶。

府高退教第２９回総会

みんなの力で憲法が生きる暮らしと

政治の実現を

浅海 文雄（センター付属）
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【

月
】

7

１
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

茶
臼
山
画
廊

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

26

13

00

７
０
５
室

日(

金)
:

府
高
退
教
セ
ミ
ナ

26

15

00

ー

７
０
５
室

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

29

14

00

歌
う
会

ガ
ッ
ト
・
ネ
ロ

【

月
】

8

３
日(

金)
:

大
退
教
単
位
代
表

13

00

者
会
議

当

面

の

日

程

4月23日は幸

い雨の心配のな

い天気に恵まれ

ました。阪急河

原町駅に集合し

て、総勢15名で

八坂神社付近を

通って整備され

た登り坂をゆっ

くりと登ってい

くと、行き止ま

りが長楽寺でし

た。庭園には、

東山の急な崖に囲まれた空間に池があり、散策して石橋を渡ると茶

室がありました。長楽寺を辞して、山道をゆっくりと登っていく

と、新名所という将軍塚青龍殿前の公園に出、広い公園からは京都

の南方向を見ることができました。大阪との境に当たる山崎あたり

まで見ることができました。ここで、弁当を広げ、昼食後には思い

がけないお茶の接待を受けました。なんと、茶道具一式をもって参

加されていたのでした。

このあと、青龍殿へ、大広間には国宝「青不動画像」がありまし

た。案内役を買って出たのがタクシーの運転手さんでした。将軍塚

は、鎮魂と京の町を守ることを願って建設されたと言うことです。

上に登っていくと大きな展望台に出ました。眼下に京都の町並みが

見え、正面には西の山並みが、右手には北山が見えました。送り火

の日はこの展望台は大人気となるそうです。

下りの道を最後に右手に取ると知恩院でした。ここで、記念撮

影、「シャッタープリー ズ」で外人女性にお願い。河原町まで歩

いて解散。よい一日でした。

数
年
前
に
見
た
松
本
清
張

40
原
作
の
映
画
「
砂
の
器
」
を
思

い
出
す
。
長
島
愛
生
園
、
現
在

１
４
９
名
（
後
遺
症
や
何
ら
か

の
障
害
が
あ
る
人
な
ど
）
が
療

養
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
平
均

年
齢
は

歳
。
在
住
平
均

85

60

年
。
症
状
の
軽
い
人
は
退
所
。

ハ
ン
セ
ン
病
そ
の
も
の
は
完
全

に
治
っ
て
菌
の
あ
る
人
は
い
な

い
が
、
古
里
や
家
族
の
も
と
に

帰
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
世
の
中

の
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見

・
差
別
が
相
変
わ
ら
ず
厳
し
く

隠
し
て
社
会
の
中
で
、
生
活
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
も

し
わ
か
れ
ば
家
族
ま
で
偏
見
・

差
別
の
被
害
が
お
よ
ぶ
こ
と
を

恐
れ
退
所
で
き
な
い
。

説
明
を
し
て
く
れ
た
学
芸
員

さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
話
し

も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
島

の
学
校
は
、
他
の
学
校
で
は
教

え
な
い
「
嘘
の
授
業
」
も
し
ま

し
た
。
も
し
、
こ
こ
を
退
所
し

た
ら
、
こ
こ
で
過
ご
し
た
事
を

誰
に
も
話
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
写
真
は
、

全
て
後
姿
。
本
名
も
名
乗
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
た
話
も
。
こ
こ
に
は
、

売
店
が
な
い
の
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
欲
し
い
物
は
先
生
方
に

頼
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

お
金
を
渡
す
時
、
多
く
の
先
生

は
、
直
接
手
で
受
け
取
ら
ず
、

洗
面
器
の
中
に
お
札
を
入
れ
て

消
毒
し
、
乾
か
し
て
か
ら
財
布

に
収
め
ま
す
。
又
先
生
方
は
、

黒
板
消
し
を
使
い
ま
せ
ん
。
黒

板
消
し
は
、
子
ど
も
の
手
で
き

れ
い
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
親

に
連
れ
ら
れ
た
感
染
し
た
子
ど

も
の
話
も
。
そ
の
親
は
、
黙
っ

て
子
ど
も
を
園
に
置
き
去
り
に

・
・
・
。

こ
こ
に
は
、
お
墓
も
あ
り
ま

す
。
古
里
に
移
し
て
も
ら
え
な

い
、
本
名
も
名
乗
れ
な
い
お
墓

が
。
最
近
は
、
人
権
学
習
の
一

環
で
見
学
に
来
る
学
校
も
あ

退教春の散策

三浦 久志（吹田東）

り
。
二
日
目
、
朝
日
訴
訟
の
資

料
館
を
見
学
。
２
０
０
６
年
朝

日
訴
訟
の
精
神
を
伝
承
す
る
た

め
に

法
人
「
朝
日
訴
訟

N
P
O

の
会
」
を
創
設
。
一
〇
年
間
の

裁
判
で
敗
訴
。
し
か
し
、
入
院

患
者
の
日
用
品
費
が1

ヶ
月
６
０

０
円
か
ら
こ
の

年
で
２
７
０

10

０
円
に
ア
ッ
プ
し
た
の
で
勝
訴

し
た
の
で
は
と
。
お
か
し
い
事

は
、
お
か
し
い
と
声
を
あ
げ
る

事
が
大
事
で
あ
る
と
話
さ
れ

る
。他

に
、
牛
窓
・
竹
下
夢
二
の

生
家
と
美
術
館
・
倉
敷
美
観
地

区
を
散
策
。

ア
フ
リ
カ
、
マ
ラ
ウ
ィ
の
旅

（
そ
の
二
）

勝
間

眞
（
山
本
）

一
〇
月
三
一
日
、
私
た
ち
は

他
の
隊
員
家
族
と
成
田
空
港
で

合
流
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
航
空
機

で
、
翌
一
一
月
一
日
朝
ア
デ
ィ

ス
ア
ベ
バ
で
飛
行
機
を
乗
り
換

え
、
こ
の
日
の
午
後
に
マ
ラ
ウ

ィ
首
都
リ
ロ
ン
グ
ェ
の
空
港
に

降
り
立
っ
た
。
そ
こ
で
現
地
の

隊
員
た
ち
の
出
迎
え
を
受
け

た
。ま

ず
私
た
ち
隊
員
家
族
は
、

空
港
か
ら
大
型
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
（
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
で
こ

の
国
の
重
要
な
交
通
機
関
）
に

乗
り
、
幹
線
道
路
で
首
都
リ
ロ

ン
グ
ェ
市
内
へ
向
か
う
。
こ
の

幹
線
道
路
は
国
内
を
南
北
・
東

西
に
貫
く
交
通
の
大
動
脈
で
あ

る
が
、
わ
ず
か
片
側
一
車
線
の

道
路
で
、
多
く
の
車
が
こ
の
道

路
を
時
速
八
〇
キ
ロ
以
上
で
走

っ
て
い
る
。
車
の
大
半
は
少
し

前
の
日
本
車
で
あ
る
。
旅
行
中

は
何
度
か
車
で
こ
の
幹
線
道
路

を
使
い
移
動
し
た
が
、
信
号
機

が
全
く
な
い
。
ま
た
道
路
脇
を

多
く
の
男
女
が
歩
き
、
自
転
車
が

走
っ
て
い
る
。
ま
る
で
高
速
道
路

を
人
が
歩
い
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
危
険
極
ま
り
な
い
。
山
羊
の
群

れ
が
道
路
を
横
切
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
る
。

道
路
の
あ
ち
こ
ち
に
バ
ザ
ー
ル

が
あ
る
。
衣
食
住
の
品
々
を
並
べ

て
多
く
の
人
々
で
ご
っ
た
が
え
し

て
い
る
が
、
店
の
大
半
は
路
上
に

シ
ー
ト
を
広
げ
た
り
、
杭
を
打
っ

て
板
を
渡
し
た
り
し
て
、
そ
の
上

に
商
品
を
並
べ
た
仮
設
店
舗
で
あ

る
。
ま
る
で
終
戦
後
日
本
の
闇
市

の
よ
う
で
あ
る
。
大
都
市
の
富
裕

層
以
外
、
一
般
民
衆
や
人
口
の
多

く
を
農
民
た
ち
が
買
い
物
を
す
る

の
は
こ
う
し
た
バ
ザ
ー
ル
で
あ

る
。大

都
市
は
、
人
口
約
四
〇
万
の

首
都
リ
ロ
ン
グ
ェ
と
ほ
ぼ
同
じ
人

口
の
ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
が
あ
る
。
中

心
部
に
は
立
派
な
店
舗
も
あ
る

が
、
利
用
す
る
の
は
富
裕
層
や
人

口
の
〇
・
三
％
を
占
め
る
白
人
だ

け
で
、
町
は
ず
れ
に
は
巨
大
迷
宮

の
よ
う
な
バ
ザ
ー
ル
が
あ
っ
て
、

こ
れ
が
一
般
の
人
々
の
都
市
生
活

を
支
え
て
い
る
。

二
つ
の
大
都
市
を
除
く
と
、
他

は
人
口
数
万
以
下
の
小
都
市
が
あ

る
が
、
大
部
分
は
農
村
で
農
業
が

国
民
経
済
を
支
え
て
い
る
。
農
業

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
栽
培
す

る
自
給
自
足
的
な
農
家
と
、
果
実

・
茶
・
た
ば
こ
な
ど
輸
出
農
産
品

を
栽
培
す
る
農
園
が
あ
る
。

府
高
退
教
ツ
ア
ー

人
権
を
見
つ
め
な
お
す
旅

米
田
則
夫
（
阿
倍
野
）

雄大なマラウィの風景
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